
資料 1-6 平成 30 年度第二回中浦地区検討会配布資料



  



 

平成 30 年度 西海市風力発電導入に向けた地域検討会 

（第二回 中浦地区検討会） 

 

・日時：平成 30 年 12 月 20 日（木）9：30～12：30 

・場所：中浦公民館（中浦農業多目的集会所） 

 

次 第 

1．開会あいさつ      9:30～9:40 

 

2．議事 

（1）合意形成について     9:40～10:15 

 

（2）環境影響について     10:15～11:00 

・景観調査結果について 

 

～休憩（10 分）～ 

 

（３）地域貢献について     11:10～12:10 

・地域活性化策の方針に係る協議 

 

3．その他       12:10～12:20 

 ・第三回合同検討会・第二回勉強会について 

 ・今年度の西海市の取り組みについて 

 

4．全体振り返り・閉会     12:20～12:30 

 

 【配布資料】 

  資料 1  地域検討会委員名簿 

  資料 2  座席表 

  資料 3-1 合意形成について 

  資料 3-2 協定書（様式案） 

  資料 4  環境保全について 

  資料 5  地域貢献に係る協議について 

  資料 6  地域貢献について 

  資料 7  第三回合同検討会・第二回勉強会について 

  資料 8  今年度の西海市の取り組みについて 





 

区分 所属 役職 氏名

長崎総合科学大学新技術創成研究所 特命教授 池上　国広

長崎大学環境科学部 教授 菊池　英弘

日本野鳥の会　長崎県支部
県希少野生動植物種モニタリング委員会

委員 谷口　秀樹

中浦地区 行政区長 辻　道行

中浦地区 岸浦　秀次

中浦地区 中村　幹雄

中浦地区 山下　銀河

中浦地区 垣内　英利

中浦地区 大串　一朗

中浦地区 松永　勝之輔

中浦地区 岸本　徹也

西海市農業委員会 会長 岩﨑　信一郎

長崎南部森林組合　西海支所 技師 柄本　司

長崎西彼農業協同組合　大瀬戸支店 支店長 北川　公明

ＮＰＯ法人　西海市観光協会 事務局長 河野　哲朗

西海市商工会 理事 前川　優也

黒瀬建設(株) 課長 末永　良友

(株)親和銀行　ソリューション営業部 部長 下田　義孝

商工観光物産課 課長 本村　真一

環境政策課 課長 山口　和則

農林課 課長 辻野　秀樹

西海総合支所 総合支所長 崎谷　秀樹

22名

県関係部局 長崎県産業労働部　新産業創造課 係長 小島　敬輝

日本風力エネルギー株式会社 シニアマネージャー 川崎　正幹

株式会社西海クリエイティブカンパニー 取締役 宮里　賢史

新上五島町役場　総合政策課 係長 伊賀　剛

課長 川原　進一

課長補佐 森下　直也

係長 松崎　信也

課長 水口　拓

久保　龍志

長崎営業所 藤島　正行

その他

事務局

西海市

検討会
委員

平成30年度　西海市風力発電導入に向けた地域検討会委員　中浦地区

西海市
関係部局

学識経験者
・有識者

住民代表

農林漁業

観光、商工、航
路、金融等

政策企画課

アジア航測株式会社
福岡支店　社会インフラ技術一課

発電事業者（陸上）オブザー
バー

資料１





資料 2 
 

 

長崎西彼農業協同組合 

大瀬戸支店 

北川 公明  
 

ＮＰＯ法人 

西海市観光協会 

河野 哲朗 

 
西海市商工会 

前川 優也 

黒瀬建設(株) 

末永 良友 
 
 
 

(株)親和銀行 

ソリューション営業部

下田 義孝 

長崎総合科学大学 

新技術創成研究所 

池上 国広 

 

 

長崎大学 

環境科学部 

菊池 英弘 

中
浦
地
区 

松
永 

勝
之
輔 

   

中
浦
地
区 

岸
本 

徹
也 

 

日
本
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
株
）

川
崎 

正
幹 

   

長
崎
県
産
業
労
働
部 

 

新
産
業
創
造
課 

小
島 

敬
輝 

西
海
市 

環
境
政
策
課 

山
口 

和
則 

 

西
海
市 

農
林
課 

原
田 

武 
 

西
海
市 

西
海
総
合
支
所 

崎
谷 

秀
樹 

平成 30 年度 西海市風力発電導入に向けた地域検討会 (第二回中浦地区検討会) 

座席表 

中浦地区 

辻 道行 

 

 

中浦地区 

岸浦 秀次 

 

中浦地区 

中村 幹雄 

 

中浦地区 

山下 銀河 

 

中浦地区 

大串 一朗 

(株)親和銀行 

ソリューション営業部

田中 一誠 
 

 

西海市 

商工観光物産課 

坂本 章 

新
上
五
島
町
役
場 

 

総
合
政
策
課 

伊
賀 

剛 
  

（
株
）
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ 

カ
ン
パ
ニ
ー 

宮
里 

賢
史 

事
務
局 

 

事
務
局 

 

事
務
局 

 





事業実施について、地域・先⾏利⽤者等と事業者の間の最終的な合意形成にあ
たっては、事業への同意書や各種契約等が取り交わされることが想定されます。

そして、この同意や契約等を取り交わす前段には、事業者の環境影響や地域貢
献等への配慮・対応⽅針について明⽂化したものが必要となります。

「事業をどのように進めるのかを取り決めた基本的なルール」について明⽂化
したものを拠り所に、地域や様々な関係組織が、事業者と協議を⾏い、同意や契
約等を取り交わすことで、最終的に合意が形成されるものと考えます。

【本⽇の取り組み】
「事業をどのように進めるのか取り決めた基本的なルール」を協定書とし、協定
書の基となる協定書（様式案）について、検討を⾏います。

協定書の主な内容として、以下の項⽬を定める⽬的も踏まえ、検討を⾏います。

1) 協議の場 2) 事業計画等の説明 3) 環境影響
4) 地域振興 5) 連絡体制 6) 報告 7) その他

（※検討結果はあくまでも協定書（様式案）となります。
実際には、各地域の実情に応じて、事業者と協定書の詳細内容について協議を

⾏う必要があります。）

合意形成について 資料3-1

1

1) 協議の場
○⽬的

⾵⼒発電事業は、⼯事の施⼯から⾵⼒発電機の稼働及び撤去まで、地域に
⻑期的に係わる事業となります。その間定期的に地域、事業者、⾏政等が事
業の進捗状況や環境影響、地域貢献等について協議する場を設け、地域との
親和性を⾼く保ちながら、事業を継続していく必要があります。

【協定書（様式案）の主な内容】
・協定書締結後は、事業者が開催する「（仮称）●●地区分科会」をもって、
事業に関する環境影響や地域振興等について協議する場とします。（第3
条）

合意形成について 資料3-1
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⻄海市環境実践モデル都市地域連携協議会

地域
発電

事業者

⻄海市

中浦地区分科会

地域
発電

事業者

⻄海市

江島地区分科会

地域
発電

事業者

⻄海市

○○地区分科会

報告報告報告

※年1回以上 ※年1回以上 ※年1回以上

※年1回



1) 協議の場
【協定書（様式案）の主な内容】
・事業者は、協定書締結後、地区分科会を⼯事施⼯開始前の可能な限り早い
時期から年1回以上開催することとし、撤去完了と判断する状態となるまで
（第6条）、地区分科会を開催することとします。（第4条）

・地区分科会の構成員は地域検討会委員を基本とし、協議の状況に応じて構
成委員の過半数の同意をもって適宜変更できるものとします。（第5条）

合意形成について 資料3-1
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⻄海市環境実践モデル都市地域連携協議会

地域
発電

事業者

⻄海市

中浦地区分科会

地域
発電

事業者

⻄海市

江島地区分科会

地域
発電

事業者

⻄海市

○○地区分科会

報告報告報告

※年1回以上 ※年1回以上 ※年1回以上

※年1回

2) 事業計画等の説明
○⽬的

⾵⼒発電施設については、①建設（⼯事⽤⾞両・作業船の通⾏、⼤型建設
機械の稼働等）、②運転（⾳・低周波・影等）、③撤去（①と同様）の各段
階において、地域住⺠（⽣活や健康等）、先⾏利⽤者（利⽤⽅法）への影響
が想定されるため、丁寧な事前説明や進捗状況報告は必須となります。

また⾵⾞等事業に係わる施設の撤去については、先の将来になりますが、
その⽅法や原状回復の程度および費⽤の積み⽴て状況等については、事前に
協議・共有しておく必要があります。

【協定書（様式案）の内容】
・事業者は事業計画や⼯事計画、⼯事の進捗状況や⾵⼒発電機の運転状況等
事業に関する事項を地区分科会に報告することとします。また⾵⼒発電機な
ど事業に係わる施設の撤去に関しては、事業者はその費⽤の積み⽴て状況に
ついて報告するとともに、地区分科会の中で撤去⽅法や撤去後の状態につい
て協議することとします。（第6条）

合意形成について 資料3-1
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3) 環境影響
○⽬的

事業の実施に伴う環境影響については、環境影響評価によって、調査・予
測・評価や保全措置の検討が⾏われます。

⼀⽅、⼯事中や⾵⾞の建設後、環境影響評価の中で想定されなかった影響
が⽣じたり、事故等が発⽣したりする可能性もあります。事業者には、その
ような状況への対応が求められます。

【協定書（様式案）の内容】
・事業者は、地域住⺠から、⼯事中を含む事業の実施に起因すると想定され
る騒⾳や振動、低周波⾳、⾵⾞の影等による⽣活に対する⽀障や健康等への
影響に対する問い合わせがあった場合は、速やかに確認及び必要に応じて調
査を実施する等、必要な対応を⾏うものとします。
・騒⾳や振動、低周波⾳、⾵⾞の影等により健康に影響が⽣じていると考え
られる場合、必要な対応を⾏うまでの間、応急的な処置を施す等、住⺠の⽣
活や健康に被害が出ないように努めるものとします。

また問い合わせを⾏った地域住⺠の了承を得た場合には問い合わせ内容、
調査及び措置を実施した場合はその結果を地区分科会に報告するものとしま
す。（第7条）

合意形成について 資料3-1
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3) 環境影響
【協定書（様式案）の内容】
・事業者は、環境影響評価によって事後調査を⾏う場合には、事後調査の結
果を地区分科会に報告するものとします。（第8条）

・事業者は、⾵⼒発電機の稼働状況等を常に把握すると共に、●●地区も把
握できる体制を整えるものとします。また故障や破損等の不具合が⽣じた際
には早急に対応するものとし、この不具合が地域住⺠の安全を害するおそれ
がある場合には、不具合の内容や対応結果について地区分科会及び地域住⺠
に報告することとします。（事業者が⾵⾞メーカーに対して負う守秘義務や
監督官庁の指導、命令等若しくは関係法令等に反しない範囲 ）（第9条）

・事業者は、本検討会で検討した「環境保全」の検討結果（資料4）に留意
し事業を実施するものとします。（第10条）

合意形成について 資料3-1
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4) 地域振興
○⽬的

⾵⼒発電事業の実施によるメリットとして地域振興につながることが期待
されます。そのためには事業期間の中で、地域、事業者、⾏政がそれぞれの
役割を明確にしたうえで、継続的に協議を⾏い、取り組んでいく必要があり
ます。

【協定書（様式案）の内容】
・●●地区及び事業者は、本検討会の検討結果（資料6）に⽰す地域振興等
について、継続的に協議を⾏うこととします。また協議に当たっては、●●
地区や事業者並びに関係組織が担う役割等など具体的に協議し、それぞれが
協議が成⽴した事項について速やかに取り組み、その状況を地区分科会に報
告することとします。（第11条）

合意形成について 資料3-1
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5) 連絡体制
○⽬的

⾵⼒発電事業は⼯事実施や⾵⼒発電施設の運転、事業の実施に伴う地域振
興に係る取り組み等、地域との係わりの深い事業となります。また事故等が
発⽣した際には早急な事態の収束が求められます。このような事から事業や
事業者に関する問い合わせ窓⼝や緊急の際の連絡体制の開⽰が求められます。

【協定書（様式案）の内容】
・事業者は、地域住⺠からの問い合わせ窓⼝及び緊急の際の連絡体制を地区
分科会及び●●地区に⽰すこととします。また事業や事業者に関する問い合
わせがあった際には早急に対応することとし、問い合わせ者の了承を得た場
合には、その内容や、対応を⾏った場合はその結果を地区分科会に報告する
こととします。（第12条）

合意形成について 資料3-1
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6) 報告
○⽬的

本協定書に記載する地区分科会は、各地区ごとの取り組みとなりますが、
この取り組みを「⻄海市環境実践モデル都市地域連携協議会」に報告するこ
とで、各地区の取り組み内容の集約化が図られます。

【協定書（様式案）の内容】
・事業者は、地区分科会の協議内容を⻄海市環境実践モデル都市地域連携協
議会に報告するものとします。（第13条）

合意形成について 資料3-1
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⻄海市環境実践モデル都市地域連携協議会

地域
発電

事業者

⻄海市

中浦地区分科会

地域
発電

事業者

⻄海市

江島地区分科会

地域
発電

事業者

⻄海市

○○地区分科会

報告報告報告

※年1回以上 ※年1回以上 ※年1回以上

※年1回

7) その他

【協定書（様式案）の内容】
・協定書の有効期間は、協定締結⽇から第6条第２項で協議する撤去後の状
態まで撤去が完了し、それを地区分科会で確認するまでの間とします。（第
14条）

・●●地区及び事業者は、本協定に定める事項に拘らず、事業の実施に伴い
新たに⽣ずる事項等について、協議を⾏うものとします。（第15条）

・本協定書に定めのない事項または本協定書各条項の解釈について疑義が⽣
じた場合は、●●地区及び事業者はその都度協議して解決するものとします。
（第16条）

・事業者は、地区分科会における全ての協議事項、報告等について議事録を
作成し、●●地区と共有することとします。（第17条）

・本協定書は、⾵⼒発電事業の実施にあたり、先⾏利⽤者など個別組織等と
事業者とが別途契約等を結ぶことを制限するものではありません。（第18
条）

合意形成について 資料3-1
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資料 3-2 

協定書（様式案） 

 

 長崎県西海市■■町●●地区（以下「甲」という。）と○○株式会社（以下「乙」という。）

は、乙が甲で行う風力発電事業（以下「事業」という。）に伴う地域の環境保全、地域振興

の他必要な事項に関し、西海市長を立会人として次のとおり協定を締結する。 

 

※斜字は最終的には削除する。 

 

（目的） 

第1条 この協定書は、乙が実施する事業について、甲及び乙が協議する場を設け、甲へ

の環境影響を可能な限り低減しつつ、継続的な地域振興に寄与する事業とするた

めの取り決め事項を定めることを目的とする。 

（信義誠実の原則） 

第2条 甲及び乙は、信義に従い誠実にこの協定に定める各条項を履行するものとする。 

（協議の場） 

第3条 甲は、乙の事業に伴う環境保全や地域振興等を協議するための機関として、乙が

開催する（仮称）●●地区分科会（以下「分科会」という。）を以てこれにあたる

ものとする。 

第4条 乙は、分科会を年 1 回以上開催することとし、甲と協議の上、必要に応じて開催

できるものとする。 

2   乙は、工事施工開始前の可能な限り早い時期から分科会を開催するものとする。 

3 乙は、第 6 条第 2 項において協議を行う撤去完了と判断する状態について、甲及

び乙が分科会で確認を行うまで開催するものとする。 

第5条 分科会は別表 1（地域検討会の委員）に掲げるものにより構成する。なお構成員は、

協議の状況に応じて構成員の過半数の同意をもって適宜変更できるものとする。 

（事業計画等の説明） 

第6条 乙は、事業計画、工事計画、工事進捗状況、運転開始後の運転状況等、事業に関

する事項を分科会に報告することとする。 

2   乙は、風力発電機等の事業に係わる施設の撤去に際して、撤去後の状態及び方法

等ついて、甲と協議を行うものとする。なお、乙は、撤去費用の積立状況を分科

会に報告することとする。 

（環境影響） 

第7条 乙は、地域住民から、工事中を含む事業の実施に起因すると想定される騒音や振

動、低周波音、風車の影等による生活に対する支障ならびに健康等への影響に対

する問い合わせがあった場合は、速やかに確認及び必要に応じて調査を実施する

等、必要な対応を行うものとする。 
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2  乙は、騒音や振動、低周波音、風車の影等による健康への影響が生じていると考え

られる場合、騒音や振動、低周波音、風車の影等に対し必要な対応を行うまでの

間、応急的な処置を施す等、住民の生活や健康に被害が出ないよう努めるものと

する。 

3   乙は、前項に関する問い合わせを行った地域住民の了承を得た場合には、前項に関

する問い合わせ内容及び調査、措置を実施した場合はその結果を分科会に報告す

るものとする。 

第8条 乙は、環境影響評価の結果、事後調査を行う場合には、事後調査の結果を分科会

に報告するものとする。 

第9条 乙は、日常的な管理や遠隔監視等により風力発電機の稼働状況等を常に把握する

とともに、甲が把握できる体制を整えるものとする。 

2  乙は、故障及び破損等の不具合が生じた際には、早急に対応するものとする。 

3  乙は、前項に関する対応を行った場合で、かつ、故障及び破損等の不具合が地域

住民の安全を害するものである場合には、乙が風車メーカーに対して負う守秘義

務又は監督官庁の指導、命令等若しくは関係法令等に反しない範囲内で不具合の

内容及び対応結果について分科会及び甲に報告するものとする。 

第10条 乙は、別添資料 1（地域検討会における「環境保全」の検討結果）に示す内容に留

意し、事業を実施するものとする。 

（地域振興） 

第11条 甲及び乙は、別添資料 2（地域検討会における「地域貢献」の検討結果）に示す地

域振興等について、継続的に協議を行うこととする。なお、協議に当たっては、

甲及び乙並びに関係組織が担う役割等を明確にするものとする。 

2  甲及び乙並びに関係組織は協議が成立した事項について速やかに取り組み、その状

況を分科会に報告するものとする。 

（連絡体制） 

第12条 乙は、地域住民からの問い合わせ窓口及び緊急の際の連絡体制を分科会及び甲に

示すものとする。 

2  乙は、地域住民から事業又は事業者に関する問い合わせがあった際には早急かつ誠

実に対応するものとする。 

3 乙は、前項に関する問い合わせを行った地域住民の了承を得た場合には、前項に

関する問い合わせ内容、及び対応を行った場合はその結果を分科会に報告するも

のとする。 

（報告） 

第13条 乙は、分科会での協議内容を西海市環境実践モデル都市地域連携協議会に年 1 回

報告するものとする。 

（有効期間） 
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第14条 本協定の有効期間は、協定締結後から風力発電機等の事業に係わる施設が撤去さ

れ、第 6 条第 2 項において協議を行う撤去完了と判断する状態について、甲及び

乙が分科会で確認するまでの間とする。 

（その他） 

第15条 甲及び乙は、本協定に定める事項に拘らず、事業の実施に伴い新たに生ずる事項

等について、協議を行うものとする。 

第16条 本協定書に定めのない事項または本協定書各条項の解釈について疑義が生じた場

合は、甲及び乙はその都度協議して解決するものとする。 

第17条 乙は、分科会における全ての協議事項、報告等について、議事録を作成し、甲と

共有するものとする。 

第18条 本協定書は先行利用者など個別組織等と乙が別途契約等を結ぶことを制限するも

のではない。 

 

 本協定の締結を証するため、本書○通を作成し、甲、乙及び立会人が記名押印のうえ、

各々1 通を保有するものとする。 
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環境保全について 

〜中浦地区における環境留意事項〜 

  

これまでの検討会での取り組みより中浦地区において挙げられた環境影響に関する意⾒は以

下の通りである。 

これらの意⾒及び「⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画」における「事業推進エリアに

おける留意事項」を踏まえ、中浦地区において事業を実施する場合には、次ページに⽰す「中

浦地区における環境留意事項」を考慮することとする。 

 

○これまで述べられた環境影響に対するご意⾒ 

【騒⾳】 

・騒⾳、低周波⾳による影響が⼀番懸念されるが、そういった影響が考慮された事業であれば

問題ないと考える。 

・今後の事業計画によるだろうが、⾵⾞が増えても騒⾳の影響は問題ないものなのか。騒⾳と

⾵⾞の⼤きさや数との関係について具体的に教えていただきたい。 

・⾵⼒発電機から発せられる低周波⾳にはどのような⼈体影響があるのか。 

・伊佐ノ浦公園のコテージは夏休み等⾮常に利⽤客が多いが、候補エリアが⾮常に近く、騒⾳

による影響が懸念される。施設や利⽤客に対する影響を検討していくべきではないか。 

【⽔路】 

・⾕等で集めた⽔を各地へ配⽔している⽔路が存在する。事業の実施による影響が出ないか⼼

配である。 

【⿃類】 

・⻄海市はアカハラダカの主要な渡りのルートとなっている。またツル類に関して、ほぼ全世

界のナベヅル１万⽻程度は 2 ⽉〜3 ⽉にかけて⿅児島から北へ移動するがその際に⻄海市の上

空を通る。⻄海市は⾃然豊かな場所であるので慎重に事業を進めていただきたい。 

【景観】 

・⻄海市観光協会では⾃然景観を売りにしているが、そこに⼈⼯物が建設されることに対する

影響を懸念している。⾃然景観と調和できなければ問題であるが、新たな観光資源となりいい

⽅向へ進めていければ良いと考える。 

【⾵⾞の影（シャドーフリッカー）】 

・影の影響（シャドーフリッカー）について考慮していただきたい。 

 

  



資料 4 

2 

中浦地区における環境留意事項 
項⽬ 留意すべき事項 

騒⾳・低
周波⾳、
⾵⾞の影 

住居 
エリアから最近傍の住居は、北⻄側の約 600m に位置する。事業を
検討する際に事業者は、近傍の住居に対して⾵⾞から発せられる騒
⾳・低周波⾳や設置による影の影響について検討する必要がある。 

環境配慮施設 
（学校、病院、
福祉などの環
境に配慮すべ
き施設） 

エリアから最近傍の環境配慮施設は、南⻄約 1,900m に位置する。
事業を検討する際に事業者は、⾵⾞から発せられる騒⾳・低周波⾳
や設置の影について、環境配慮施設、畜産施設への影響について検
討する必要がある。 

養鶏場・⽜舎
等の畜産施設 

畜産施設は、エリア内に 1 箇所の種豚場が存在する。事業を検討す
る際に事業者は、施設および作業従事者に対して留意する必要があ
る。 

公園 
エリア付近には伊佐ノ浦公園が存在する。事業を検討する際に事業
者は、伊佐ノ浦公園の利⽤者に対して⾵⾞から発せられる騒⾳・低
周波⾳や設置による影の影響について検討する必要がある。 

⽔利⽤ ⽔路 
⾕等で集めた⽔を各地へ配⽔している⽔路が存在する。事業を検討
する際に事業者は、⼯事の実施や施設の設置による⽔路への影響に
ついて検討する必要がある。 

動物 
主要な渡り⿃
のルート 

⻄海市はアカハラダカの主要な渡りのルートとなっている。またツ
ル類に関して、ほぼ全世界のナベヅル１万⽻程度は 2 ⽉〜3 ⽉にか
けて⿅児島から北へ移動するがその際に⻄海市の上空を通る。調査
で確認されたツル類の渡り状況は、⾶⾏⾼度が地上から 160m 以上
であり、⾵⾞の⾼さを 160m 未満にすれば影響は軽微であると考え
られる。ただし、⿃類の渡り状況は、気象条件や渡り⿃個体の状態
により、常に同⼀の経路や⾼度をとることは限らないため、事業を
検討する際に事業者は、渡り⿃に関しての詳細な調査、予測及び評
価を実施する必要がある。 

植物 

⾃然度の⾼い
植物群落 
( 環 境 省
1/2.5 万現存
植⽣図) 

エリア内には、植⽣⾃然度※1 が 9 の植物群落が存在する。事業を
検討する際に事業者は、⼟地改変による影響に留意する必要があ
る。 
※1 植物⾃然度とは、植物社会学的な観点から植物群落の⾃然性

がどの程度残されているかを⽰す指標であり、植物群落ごとに
1〜10 の 10 段階に分けられる。植物⾃然度が 9 や 10 の植物
群落は、⾃然性が多く残っていて、重要な植物群落として扱わ
れることが多い。 

景観 
主要な眺望点 

エリア周辺には、⻑尾城跡や中浦ジュリアン記念公園などの眺望点
が存在する。事業を検討する際に事業者は、これら以外の眺望点に
も⼗分留意し、設置する⾵⾞に対して、各眺望点からの視認可能性、
眺望特性（主要な眺望⽅向、景観要素など）、⽀障の程度を確認し、
⽀障の程度に応じた配慮を検討する必要がある。 眺望景観 

注「エリア」：⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画の「事業推進エリア（中浦地区）」 
※  …新たに追加した内容 
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中浦地区における環境留意事項 

項目 情報 留意すべき内容 

⼈と⾃然
との触れ
合い活動

の場 

九州⾃然歩道 
（環境省⻑距離⾃然
歩道） 

エリア内には、九州⾃然歩道が存在するため、事業を検討す
る際に事業者は、⼟地改変や資材運搬などによる影響に留意
する必要がある。 

野外レクリエーシ
ョン施設 

エリア内に位置する伊佐ノ浦公園は、⾃然との触れ合い活動
が出来る施設である。事業を検討する際に事業者は、施設の
利⽤（利便性の低下など）に対する影響を検討する必要があ
る。 

事業計画 

⺠有林保安林 

エリア内には、解除が困難とされる傾斜度 25°以上の⼀級指
定地の⺠有林保安林が存在する。事業を検討する際に事業者
は、保安林の位置、種類、指定状況を確認し、⾵⾞の配置や
取り付け道路等の地形改変区域が含まれないように留意する
とともに、関係者と協議する必要がある。 

地域森林計画おけ
る森林経営計画 

エリア内には、計画が作成されている森林が存在する。事業
を検討する際に事業者は、⾵⾞や取り付け道路等の配置検討
にあたり当該計画の詳細を把握し、関係者と協議する必要が
ある。 

鉱業権区域 
エリア内には、鉱業権区域が存在する。事業を検討する際に
事業者は、鉱業権の内容について把握し、必要に応じて関係
者と協議することに留意する。 

⽔道利⽤ 

エリア内には、⻄海市⽔道⽔源保護条例で指定されている⽔
源保護区域の既存⽔源（伊佐の浦川砂防ダム上流域；農業⽤
の伊佐の浦ダムは伊佐の浦川砂防ダム上流域に位置してい
る）が存在する。事業化の際に事業者は、⻄海市⽔道⽔源保
護条例に則り、関係部局と協議し、必要に応じて関係地域に
対して説明会の開催等の措置を取る。 

電波障害 

エリア内はテレビ受信への影響が懸念される地域である。事
業を検討する際に事業者は、放送波中継、テレビ受信者への
放送電波受信に対する影響について検討し、関係者と協議す
る必要がある。 

埋蔵⽂化財 

エリア周辺では、「⽯鍋」遺跡が存在する可能性がある。事業
を検討する際に事業者は、⼟地改変する範囲が確定した段階
で、⻄海市教育委員会へ調査の実施について相談する必要が
ある。 

農地 
エリアの北側にはみかん畑等の農地が存在する。事業化の際
に事業者は、関係者と協議するとともに、農業従事者への影
響についても留意する必要がある。 

その他 累積的影響 
エリア内外に、別事業の⾵⼒発電施設が計画された場合には、
事業者はそれらの⾵⼒発電施設の影響も含め、環境影響を検
討する必要がある。 

注「エリア」：⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画の「事業推進エリア（中浦地区）」 
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1) ワークショップ結果について説明

2) アンケート結果の説明

3) ワークショップ整理結果と⾵⼒発電事業との係わりについて

4) 地域活性化策の⽅針に関する協議

地域貢献に係る協議について
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4 . 地域貢献に係る協議について
地域の要望（地域活性化策の⽅針）を整理し、⾵⼒発電事業がどのように貢献でき

るのか協議を⾏う。

平成30年度 第⼀回合同検討会資料より

地域検討会

①地域の要望：地域に⼈を呼びたい（観光）

②展望台を整備し、○○⼭
の景観を楽しんでもらいたい

②地域のボランティアや⼩学⽣と○○の⽊や
□□の花を植え管理し、訪れた⼈に楽しんで
もらいたい

②地域のボランティアや⼩学⽣と散
策コースのガイドを⾏い、訪れた⼈
に⾃然を楽しんでもらいたい

④どのように実⾏するか考える

①地域の要望・課題を考える
②地域で利⽤したい資源や活⽤⽅法を考える
③⾵⼒発電の導⼊を契機として、地域活性化に
つながる、どのような地域振興策ができるか考える

⾵⼒発電事業の導⼊による地域貢献策
・公園の整備 ・雇⽤の増加
・道路の新設 ・観光施設としての利⽤ など

より地域に根差した地域貢献策とするために
地域が主体的に要望・課題を考え、地域の活性化等に繋がる地域振興策を計画し、実⾏していく

⾵⼒発電の導⼊による地域振興策への貢献
・公園や道路の整備：活動の場の提供
・基⾦等の設⽴：活動資⾦や施設整備の補助

地区分科会

3

③地域のボランティアや⼩学⽣が案内する⾃然満喫ツアー

資料5地域貢献に係る協議について
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出典：「関⻄⼤学 戦略的研究基盤団地再編リーフレット AUGUST
2013 VOL.136 まちづくり+クリエイティブ‐市⺠参加の⽅法論、⾵の⼈か
らの提⾔‐」
（www.kansai‐u.ac.jp/ordist/ksdp/danchi/136.pdf）

資料5地域貢献に係る協議について

・⾵⼒発電事業の誘致によって（⾵が種を運んでくる）、地域活性化に繋がる（種が
芽吹き花が咲く）事が期待される。
・地域活性化に繋げるためには、どのように地域活性化に繋げるか検討し実践してい
く（⼟が種を育て花を咲かせる）ことが⼤切。

4

資料5地域貢献に係る協議について
委員 アンケート集計結果
優先順位1=3点、2=2点、3=1点で集計

【留意事項】
・今回の協議結果が決定事項となるわけではない。
・今回の協議結果は（仮称）地区分科会で具体的な取り組み事項を決定する際の材料となる。

⽅針1-1 環境教育における⾵⼒発電施設の利⽤
⽅針1-2 祭事の継続的な開催
⽅針2-1 耕作放棄地を利⽤した農産物の栽培や農業体験の実施
⽅針2-2 観光資源の活⽤に向けた整備と観光ルートの検討
⽅針2-3 中浦の魅⼒を体験するツアーの実施やガイドの養成
⽅針3-1 防災対応型電源供給システムの導⼊
⽅針3-2 快適に利⽤できるような道路環境の整備
⽅針3-3 地域住⺠や観光客に向けた交流施設・⾷事処の整備
⽅針4-1 中浦地区の魅⼒を体験するイベントの開催
⽅針4-2 中浦地区プロモーション動画の作成

【その他のご意⾒】
・発電施設の除草作業などの維持管理作業を中浦
郷が⾏い、その収⼊より中浦の活動費に当てたい

・響灘のように⾵⼒発電施設を間近で⾒られる場
所は少ないと思います。観光と結びつけるのが⼀
番効果的ではないかと思料しますので、遊歩道の
整備や花⽊などの植栽を⾏って、中浦地区に⽌ま
らず、伊佐の浦ダム、七ツ釜鍾乳洞（旧⻄海楽園
含む）、⻑尾城公園等と⼀体的な「おでかけス
ポット（ゾーン）」としての整備を図り、年間を
通じて市内外から⼈が訪れる地域づくりができれ
ばベストではないかと思います。
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基本目標 基本施策
不安がない地域に（医療、教育、住居、若い人や子どもの声があふれる地域。小学校就学前の子どもの数）
風力発電の学習環境の整備
子供＝青年の学びの場を提供する　「キーワード」再生可能エネルギーと農業、観光（鍾乳洞、伊佐浦公園）
「ウインドカレッジ」設置　―　長大、総科大、高専とのタイアップ
エネルギー（特に再エネ）へ理解ある地域 いつでもどこでも学べる生涯学習の推進
高齢者層と若年層が交流を深め地域の伝統文化が継承される地域
中浦浮立の継承
浮立の毎年開催
中浦の歴史・特に中浦ジュリアン出生の地、楠本長三郎生家跡。人物の歴史にまつわる散策道が整備できればよいと思う
史跡の活用による地域を訪れる人の増加
地域の産業歴史を学ぶ場を作る
地域の人（特に若者）に地元の歴史について知ってもらえるように！
中浦の文化・歴史・自然を伝える博物館やテーマ館がない

人口の減少や高齢化は避けられないかもしれないが、それでも働いて生活できる場所があり地域社会が維持できるようになってもらいたい
荒廃地が多い
土地の整備について、地主の理解が必要である
農産物のブランド化
名産のアピール・オリーブ・トマト・みかん
農業用地の貸し出し（オーナー制度なども）
みかん、オリーブ、芋、すいかなどのオーナー制事業
自然散策農業体験、いなか生活の体験などができるような環境整備
地域資源を生かしたキノコ生産施設等への助勢的支援（補助金等）
地元特産品の紹介、販売から経済効果を
地域で生活していく為に安定した収入・職場が確保されている状況であること
若い人たちが増えるよう仕事場をつくる
住民にとって身近な存在であった農協(JA)が統合されなくなる。唯一の商店であったAコープもあと2～3年で撤退する心配がある
コンビニがほしい
ウォーキングロードの整備・竹林、つた類の伐採
経済メリットがある、交流人口を増やす　①観光客、②修学旅行（体験）、③外国人旅行者
集客、開催費用の確保
基地局が必要です。※WI-FIの整備も
風力発電量に照明やモニュメント（ロボット）
伊佐ノ浦公園　夏以外の集客
伊佐ノ浦ダム周辺の活性化
伊佐ノ浦ダムをもっと活用できないか
七釜鍾乳洞の認知度向上
七釜鍾乳洞を中心としたエリアに人を呼び込む
七釜鍾乳洞を観光資源として大いに生かして県内外からの集客に期待したい
九州自然歩道の整備
江川内川を生かした「ほたるロード」の整備（ウォーキングロードが無い）
中浦ジュリアン、世界遺産を活かす
夕日がジュリアン公園の活用
ジュリアン公園は夕日がきれい 夕日を見ながらのミニコンサート開催
四季を通じて人が訪れる地域
つり客・ＢＢＱ客・夕日
地域の景観を整備し、観光ルートの構築を図る
自然散策コースとネイチャーガイドの整備
鍾乳洞、ジュリアン、伊佐ノ浦を全国区へ
海、山、空、星、水が売り物になる
観光資源の洗い出し掘り起し（観光マップ作成、歴史を誇る場の提供、PR、CM
西海楽園跡地の活用（宿泊施設の可能性）
宿泊施設
ガイド育成

中浦地区　ワークショップ結果及び今後の方針

生涯にわたり活躍できるひとづくり

生きる力をはぐくむ学校教育の実現

地域を支える文化・芸術、スポーツの振興

さいかいで活躍できるしごとづくり

地域の特性を生かした農林業の振興

個性と活力あふれる商工業の振興

・耕作放棄地を利用した農産物の栽培や農業体験の実施

・観光資源の活用に向けた整備と観光ルートの検討
・農業体験・農家民泊等を利用した交流人口の増加
・中浦の魅力を体験するツアーの実施やガイドの養成

魅力ある地域資源を活用した観光業の振興

ワークショップ意見 地域活性化策の方針

・環境教育における風力発電施設の利用

・祭事の継続的な開催

第2次西海市総合計画
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基本目標 基本施策
電気が無料で使い放題の地域
崖崩れや水の問題など災害のない安心して生活できる地域づくり
高齢者が住みやすい地域に
高齢者が安心して暮らせる地域
高齢化が進んでいる。免許証の返上
歩きやすい道路（雑草やグレーチングが目詰まりしていない等）
ゴミ（タバコ吸い殻等、ペットボトル、ビニール袋）の無い美しい町
地域全体が荒れている きれいに整備し、景観の良い地域づくりをしたい
夜暗くて、曲がっていて、危ない道が多い
歩道の草刈
道路の整備
安全な道（街灯、歩道のサイン）
電気自動車の充電スポット設置
仕事場までの通勤がスムーズになり、人が住み続けられる地域
交通の便利さを
電気バスの運行＆コミュニティバス
水道水源に不法投棄があるので豊富な水源の確保を望む 安全で安定した水の供給
大規模な開発出来る所とできない地域との調和
希少動植物の保全
笑顔や笑いのある（住民それぞれ老いも若きも）町
集落内での家庭間交流が希薄になっている
相談ごと、近所付き合いを気軽に！！様々な不安が解決しやすい地域
→相談→対応→解決（しくみづくり）
子供達を含む、若い世代が住む元気のある地域にしたい
若者が住みやすい地域に
集う場所がある高齢者に優しい街
中心部をつくる
働きと憩いの場（風車周辺の整備作業（働）、風車を見ながらコーヒーを飲む）
古民家を活用し移住者を増やす
食事処ありますか？
食事をするところが増えると助かる

若者が集まるイベントの仕掛人を育成し、楽しく過ごせる地域
経済効果を期待する人が少ない
地域全体に情報を流し、共有できること
地域の人の協力(手弁当)お金がないので
地域をひとつにする（リーダーの育成、サポーターの育成、根気強く外部からの専門家の受入）
地域おこし協力隊？
人手、賛同者の確保
日本でこの地域しかない事への自信と誇りを持った人々の育成。
リーダーの養成（問題解決のため皆が協力して推進できるか）
専門性を持つ人の育成（地域に根付いた人）
人の掘り起し（地域内での人材発見）
いかにして本気にさせるか→動機付け
資金が集まらない
財源の確保
補助金の活用
全てに於いて取り組むための費用が不安(作り出すノウハウ)不足
お金を落とす仕組み
若者が多く住む活気のある地域にしたい
人口減少に歯止めをかけられない
人材不足、若者不足
観光協会、農業者（生産者）、市役所などいろんな団体との連携
地縁団体の組織はしっかりしている。問題意識を共有できるかがカギとなる
既存のお客様に西海の魅力をきく
情報発信（知名度の向上）
西海市の認知度ＵＰ
西海市といえば？
田舎の良さを発信できるように

中浦地区　ワークショップ結果及び今後の方針

安心して活躍できるまちづくり

安全で災害に強いまちづくり

確かな安心と自立を支える社会保障制度の実施

安全で快適なみちづくり

循環型社会の実現を目指すまちづくり

地域の交流拠点づくり

・中浦の魅力を体験するイベントの開催

・中浦地区プロモーション動画の作成

みんなでつくるさいかい

市民共同のまちづくり

・地域住民や観光客に向けた宿泊施設・食事処の整備

市外への流出抑制と市外からの流入促進

市民に身近で効率的な行財政運営

シティプロモーションの強化

・快適に利用できるような道路環境の整備

ワークショップ意見 地域活性化策の方針
第2次西海市総合計画

・防災対応型電源供給システムの導入
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基本目標：1.生涯にわたり活躍できるひとづくり 

概要 

西海市では市内の小中学生を対象とした、風力発電施設の見学を行っています。中浦地区には「風

力発電等に係るゾーニング導入可能性検討モデル事業」における風力発電の事業推進エリアが設定

されており、今後導入されると想定される風力発電施設を環境学習施設として利用することで、小

学生等へ向けた新たな環境学習施設としての利用が期待されます。 

地域の伝統行事に関しては、神待祭や 4年に 1度の中浦浮立が行われています。多くの地域住民

が参加し、地域にとって大切な行事となっていますが、今後風力発電事業者等の参加による継続的

な開催が望まれます。 
 

西海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
西海市総合計画 地域活性化策の方針 

基本目標 基本施策 施策 細施策 

1：生涯に

わたり活躍

できるひと

づくり 

1-5：生き

る力を育む

学校教育の

実現 

1-5-2：豊かな心の育

成とふるさとを学ぶ

教育の推進 

1-5-2-2：ふるさとを学ぶ教

育の推進 

方針 1-1：環境教育における風力

発電施設の利用 

1-9：地域

を支える文

化・芸術、

スポーツの

振興 

1-9-2：文化財の保

存・保護・活用 

1-9-2-3：地域伝統文化の継

承 
方針 1-2：祭事の継続的な開催 
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出典

活性化策の
西海市は、風

される風力発

されます。 

出典：「Saika

環境教育にお

風力発電施設

に関する勉強

な内容の検討

「グローバル
し、抽選で当選
で１時間程、ク
出資の2MW 風
ケート結果も
「もっと風力

典：「グローバ

北九州市に

の方針 1
風力発電施設

発電施設を環

ai ブログ」

おける風力発

設を利用した

強だけでなく

討が必要です

参考

横浜市 

ウィンドデイ
選した36組9
クイズも交え
風車）まで移
「思ったより
力発電が増え

バル・ウィン

における風力

1-1:「環
設の見学等、市

環境教育に利

http://www

発電施設の利

た環境教育の

、風力発電機

す。 

考資料：

イ2016 in 横
96名（内子供
えて風力発電の
移動し、風車
り大きかった
えたら良いと

ンドデイ 201

力発電施設見

5 

環境教育に
市内の小中学

用することで

w.city.saika

用 

の実施を検討

機の内部の見

ウィンド

事業

横浜親子風車
供は44 名）
の説明が行わ
車の停止、タワ
た」「風車を真
と思いました」

16 開催報告

見学の様子 

における風
学生を対象と

で、新たな環

ai.nagasaki

します。実施

見学など、よ

ドデイ 横

業名等 

見学会」では
の親子が参加
われました。そ
ワー内の見学
真下から見れ
」と好評でし

告」http://jw

松島にお

風力発電
とした環境教

環境教育の場

.jp/sightse

施に当たって

より身近に風

横浜 

ウィ

は、横浜市報
加しました。
その後バスで
学、再起動が
れてすごい迫
した。 

wpa.jp/201

おける風力発

電施設の利
教育を行って

場の形成につ

eeing/blog/

ては、風力発

風力発電施設

ィンドデイ 

報“広報よこは
まず関内の開
で瑞穂埠頭の
が実施されまし
迫力でした」

11_pdf/92-

発電機見学の

資料

利用」 
ています。今

つながること

/ 

発電施設の仕

設を感じられ

横浜 

はま”で参加者
開港記念館の
のハマウィング
した。参加者
「すごく楽し

-03windday

様子 

料 6 

今後建

とが期

仕組み

れるよ

者を募
の会議
グ（市
者のア
しかっ

y.pdf 
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主体 （日

り組み

概要 

 日

会や

【七

青

り」

町立

火が

歓声

【し

 し

びや

可能

在す

地域活
中浦地区では

が参加してお

んでいますが

典：「中浦の宝

風力発電事業

風力発電事業

に参加するこ

日本再生可
日本風力エネ

日本再生可能

や祭りに協賛

七戸夏祭り花

青森県七戸町

への協賛を

立中央公園で

が打ち上げら

声が送られま

しちのへ町秋

しちのへ町秋

やかな山車が

能エネルギー

する七戸町荒

活性化策
は神待祭や 4

おり、地域に

が、今後の定

宝」http://s

業者等参加者

業者等参加者

ことで地域と

参考資
可能エネルギ
ネルギー株式

能エネルギー

賛し、クリー

花火大会】 

町で開催され

を行いました

では、2000 発

られ、来場者か

ました。 

秋祭り】 

秋祭りでは自

が町内を練り

ー株式会社で

荒熊内地区へ

策の方針
年に1度の

とって大切な

定期的な開催

saikai-naka

者の増加に向

者が増加する

との信頼関係

料：事業
ギー株式会社
式会社 関連会

ー株式会社で

ーンエネルギ

れる「しちの

。会場となっ

発を超える美

からは大きな

主制作によ

歩きます。日

では、青森事業

への協賛を行

6 

1-2:「祭
の中浦浮立が

な行事となっ

催が望まれます

aura.com/ 

けた取り組み

ような取り組

係醸成が期待

業者による
社 
会社） 事業

は太陽光発電

ギーの電力事業

のへ夏祭

った七戸

美しい花

な拍手と

るきら

日本再生

業所が所

行いました。 

祭事の継続
が行われてい

っています。

す。 

み 

組みを検討し

されます。 

る祭事へ

業名等 

電事業を行う

業者として地

七戸夏祭

続的な開
ます。このよ

。中浦地区で

します。風力

への協賛 

う青森県七戸

地域の発展に

祭り花火大会

開催」 
ような行事に

では人口が減

力発電事業者

― 

戸町において

に貢献してい

会・七戸秋祭

資料

には多くの地

減少し、高齢

者にとっては

て、地域の花

います。 

祭りの様子 

料 6 

地域住

齢化が

は、行

花火大



資料 6 
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基本目標：2.さいかいで活躍できるしごとづくり 

概要 

中浦地区ではみかんをはじめ柑橘類の栽培が盛んです。その一方で耕作放棄地が増えており、景

観が悪くなっている場所もあります。今後このような耕作放棄地を利用し、新たな農産物の栽培を

進め、景観の改善を図っていくことが望まれます。また整備した農地を利用した農業体験を実施す

ることで、交流人口の増加につながっていくことが期待されます。 

観光においては、七ツ釜鍾乳洞や伊佐ノ浦公園のように既に多くの方に利用されている観光資源

のほか、江河内川のように整備をすれば観光資源として利用できる地域資源もあります。今後この

ような地域資源の整備を進め、中浦地区をめぐる観光ルートの作成やツアーを実施していくことで

観光客などの増加が期待されます。 
 

西海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
西海市総合計画 地域活性化策の方針 

基本目標 基本施策 施策 細施策 

2：さいか

いで活躍で

きるしごと

づくり 

2-1：地域
の特性を
生かした
農林業の
振興 

2-1-1：次世代へつな

ぐ農林業基盤の整備 

2-1-1-1:農地等の整備・維

持管理 

方針 2-1：耕作放棄地を利用した

農産物の栽培や農業体験の実施 

2-4：魅力

ある地域資

源を活用し

た観光業の

振興 

2-4-1：地域資源を活

かした観光資源の発

掘 

2-4-1-1:新しい観光資源

の発掘・活用 

方針 2-2：観光資源の活用に向け

た整備と観光ルートの検討 

2-4-3：観光受入体制

の充実と認知度アッ

プ 

2-4-3-3：ガイドやインス

トラクターなどの人材育成

とネットワーク化の推進 

方針 2-3：中浦の魅力を体験する

ツアーの実施やガイドの養成 
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主体 
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長

るた

 千

会員

組み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典
http

「耕作放
中浦地区では

ている場所が

場の形成につ

流人口の増加

典：「Saikai 

耕作放棄地を

耕作放棄地を

の方と会員で

参考資料

長

長野県千曲市

ため「棚田貸

千曲市が特定

員は田植え、

みです。行事

典：「千曲市
p://www.ci

地
放棄地を利
はみかんをは

があります。

つながること

加につながっ

ブログ」ht

を利用した農

を利用した農

で行うオーナ

料：棚田

長野県千曲市

市では、平成

貸します制度

定農地貸付法

草刈り、稲

事の参加は自

HP 棚田貸
ity.chikuma

地域活性
利用した農
はじめ柑橘類

今後このよ

とが期待され

ていくこと

tp://www.

農作物の栽培

農作物の栽培

ナー制度等の

貸します

市 

成８年度より

度」（棚田オー

法により棚田

稲刈り、脱穀

由で収穫物

貸します制度
a.lg.jp/docs

8 

性化策の方
農産物の
類の栽培が盛ん

うな耕作放棄

れます。また整

が期待され

city.saikai.n

培 

培を検討します

の仕組みを検討

す制度（オ

事業

、姪石（めい

ーナー制度）

を地権者か

穀の各行事に参

のみ受け取

度（オーナー
s/2013031

方針 2-1
の栽培や農
んですが、耕

棄地を利用し

整備した農地

ます。 

nagasaki.jp

す。管理費用

討することで

オーナー

業名等 

いし）地区で

を実施して

ら借り受け、

参加し、収穫

るコースもあ

制度）につい
1500256/ 

: 
農業体験
耕作放棄によ

し、農産物の

地を利用した

p/sightseei

用等を地域外

で、交流人口

ー制度）に

みんなの

で棚田の保全

ています。 

、会員募集し

穫物(お米)は

あります。 

いて」

験の実施」
より利用され

の栽培を行う

た農業体験を

ng/blog/ 

外から募集し

口の増加も期

について

のふるさとふ

全、都市と農

し、貸し付け

はすべて会員

 

資料

 
れず景観が悪

うことで新た

を実施するこ

しつつ、作業

期待できます

て 

ふれあい事業 

農村の交流を

けをしていま

員のものにな
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悪くな

たな働

ことで

業は地

す。 

を進め

ます。

なる仕
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り組み

概要 

 多

で近

ィア
 
 ※
長

な自
した
いる
学べ
した
 

出典
http

左下

「観光
中浦地区には

江河内川の

内川のような

とで、中浦地

江河内川等の

江河内川等の

ついても一つ

 

長

多以良川はホ

近づきホタル

アをだし、「み

「みんなのふ
長崎県河川課で
然とふれあい

た。この事業は
る愛護団体等の
べるために、魚
た環境学習や清

典：「ながさき
ps://www.n

中浦地区の
下：七ツ釜鍾

地
光資源の活
は伊佐ノ浦公

のように今後

な整備が必要

地区全域での

の整備と観光

の整備と中浦

つの地域資源

参考資料

長崎県河川課

ホタルが乱舞

ルを鑑賞する

みんなのふる

ふるさとふれあ
では平成１９年
い、楽しめるよ
は、従来より美
の皆様と連携し
魚道や護岸、散
清掃活動等が行

き旅ねっと」
nagasaki-ta

の主な観光資
鍾乳洞、右下

地域活性
活用に向
公園や七ツ釜

後手入れをすれ

要な場所の整

の観光客等の

光ルートの作

浦地区全域を

源ととらえ、

料：多以良

課 

舞する清らか

ることが出来

るさとふれあ

あい事業」 
年度から平成２
よう「みんなの
化活動や環境
して、子供たちが
散策路の整備を
行われています

 
abinet.com

資源（上：伊
下：中浦ジュ

9 

性化策の方
けた整備
釜鍾乳洞のよ

れば新たな観

整備を進めつつ

の増加が期待

作成 

巡るような観

観光資源と

良川ホタ

事業

かな河川です

来るように地域

あい事業」で

１年度にかけ
のふるさとふれ
境学習に熱心に
が安心して、自
を行うものです
す。 

m/guide/60

伊佐の浦公園
ュリアン記念

方針 2-2
備と観光ル
ように既に観

観光資源とし

つ、地域全域

されます。 

観光ルートの

しての利用や

タルの里河

業名等 

。この公園は

域の方々がア

で整備されて

けて、県民の皆
れあい事業」を
取り組んでい
自然にふれあい
す。整備した施

551/ 

園、 
念公園） 

: 
ルートの
観光資源とし

して利用でき

域をめぐるよ

の作成を検討

や観光ルート

河川公園

みんなの

は水面ま

アイデ

います。 

皆様が身近
実施しま
ただいて
い、遊び、
施設を利用

江

の検討」 
して利用され

きるものもあ

ような観光ル

討します。ま

トへの組み込

園 

のふるさとふ

江河内川の状

資料

れているもの

あります。今

ルートを整備

また風力発電

込みを検討し

ふれあい事業 

状況 

料 6 

ののほ

今後江

備する

電施設

しま
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現
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を検

 

主体 NPO

り組み

概要 

 N
した
グガ
ト」
ムを
住

とな
事業
泊施
ます
光の
ラウ
 
 
出典
の調

「中浦の
中浦地区では

跡めぐりツア

れているツア

とが期待され

典：「Saikai 
 「中浦の宝

地域資源を利

現在利用され

アーの検討を

検討します。

参考

O法人 体験

NPO法人 体
た「サッパ船
ガイド」、住民
「番屋料理体
を提供してい
住民ガイドは
なっており、
業推進のため
施設関係者等
す。ＮＰＯ法
の取組経験の
ウンドを持つ

典：「離島振興
調査結果」ht

地
の魅力を
は七ツ釜鍾乳

アーが開催さ

アーに加え、

れます。 

ブログ」ht
宝」http://s
利用したツア

れている地域

を行います。

 

考資料：地

験村・たのは

体験村・たの
船アドベンチ
民講師による
体験」等の漁
います。  
は体験プログ
宿泊施設や

めの体制とし
等が参画する
法人の設立、運
のある行政経
つメンバーが

興のあり方検
ttp://www

地域活性
体験する
乳洞における

されています

今後新たなツ

tp://www.
saikai-naka
アーの実施や

域資源や、江河

またツアー

地域資源を

はたネットワ

のはたネット
ャーズ」、「北
る「ガラス浮
漁村地域の資

グラムの収益
や民泊への新
して、漁協、農
るＮＰＯ法人
運営までを村
経験者や島へ
がＮＰＯ法人

検討委員会 
.mlit.go.jp/
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性化策の方
るツアーの
地底探検ツア

。中浦地区に

ツアーを実施

city.saikai.n
aura.com/ 
ガイドの養成

河内川、風力

の実施とと

を活かし

ワーク 事業

トワークでは
北山崎ネイチ
浮き球編込み
資源を活用し

益のうち4～7
新たな顧客を創
農協、森林組
が、体験型観
村が主導し、
への移住者等
に参加して

第 2回 資
/kokudosei

方針 2-3
の実施や
アーや中浦ジ

には魅力のあ

施していくこ

nagasaki.jp

成 

力発電施設等

もに中浦地区

した体験型

業名等 

は地域資源を
チャートレッ
み体験」「貝殻
した体験プロ

7割を得る仕
創出していま
組合、商工会
観光を推進し
他県で体験
、多様なバッ
います。 

資料 2 光・
saku/chirit

: 
やガイドの
ジュリアン記

ある資源が豊

ことで交流人

p/sightseei

等今後新たに

区の魅力を P

型観光の

を活用
ッキン
殻アー
ログラ

仕組み
ます。
会、宿
してい
験型観
ックグ

海業分野の
t/meeting_

の養成」
記念公園から

豊富に存在し

人口の増加に

ng/blog/ 

に整備可能な

PRできるよ

の推進 

― 

の先進的・効
_H27 

資料

 
らスタートす

しており、現

につながって

な資源を利用

ような人材の

果的な取組事

料 6 

する

現在行

ていく

用した

の育成

事例
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基本目標：3.安心して活躍できるまちづくり 

概要 

中浦地区では、一部の地域に急傾斜地崩壊（がけ崩れ）危険個所や地すべり危険個所が指定され

ています。今後より地域住民が安心して生活できるような施設や仕組みの整備が望まれます。 

道路については、草が茂っていたり、土地が荒れていたりして景観が悪くなっている場所があり

ます。また定期的な草刈りを行わないと見通しの悪さや通行の妨げになり安全面に支障をきたす可

能性もあります。今後中浦地区を訪れた方に気持ちよく地域を回ってもらうために、また地域住民

が気持ちよく道路を使い通勤や通学等を行うためにも、道路環境の整備が望まれます。 

また今後観光客や風力発電施設の視察を受け入れ増やしていくためには、宿泊施設や食事処の整

備が必要になります。特に食事処については地域住民も気軽に利用できるような施設の整備が望ま

れます。 
 

西海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
西海市総合計画 地域活性化策の方針 

基本目標 基本施策 施策 細施策 

3.安心して

活躍できる

まちづくり 

3-1：安全で

災害に強い

まちづくり 

3-1-4：自然災害に

強いまちの基盤づ

くり 

3-1-4-2：自然災害に強いま

ちの基盤づくり 

方針 3-1：防災対応型電源供給

システムの導入 

3-5：安全で

快適なみち

づくり 

3-5-3：市民と一体

となった快適で安

全な道路環境づく

り 

3-5-3-1:市民参加による道

路環境づくり 

方針 3-2：快適に利用できるよ

うな道路環境の整備 

3-11：地域の

交流拠点づ

くり 

3-11-1：地域コミ

ュニティ施設等の

整備 

3-11-1-1：集会所の整備 
方針 3-3：地域住民や観光客に

向けた交流施設・食事処の整備 
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中
浦
地
区
分
科
会
に

■防災対

災害時

 

 

 

参考資

体 

り

み

概

 

東日本
まざまな
に、平常
を組み合
長期間

昼夜を問
【主なシ
・太陽光
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典：「
https:/

活性化策
地区には、急

今後災害時に

対応型電源供

時における自

資料：指定

本大震災では
な不都合が生
常時の二酸化
合わせた防災
間の停電が発
問わず防災無
システム構成
光発電（10

「指定避難所
//www.city

策の方針
急傾斜地崩壊

に安心して避

供給システム

自立的な電源

定避難所

仙台市 

は、電気・ガ
生じました。
化炭素排出量
災対応型太陽
発生しても、
無線やテレビ
成】 
kW）/蓄電池

所等への防災
y.sendai.jp/

3-1:「防
壊（がけ崩れ

避難できる施

ム等の整備 

源確保のため

等への防

ガス・ガソリ
こうした経

量の削減を図
陽光発電シス
太陽光発電

ビなどの情報

池（15kWh

防災太陽

災対応型太陽
/kankyo/ku

12 

防災対応
れ）危険個所

施設等の整備

め、防災対応

防災対応型

事業

リン等の供給
経験を踏まえ
図るため、市
ステムを導入
電と蓄電池を
報通信機器、

h）/防災系高

陽光発電シス

光発電システ
urashi/mac

応型電源供
所や地すべり

備が期待され

応型電源供給

型太陽光

業名等 

給が途絶し、
え、災害時に
市内の指定避
入しました。
を組み合わせ
照明、コン

高所証明（2

ステムイメー

テム等の導入
hi/machizu

供給システ
り危険個所が

れます。 

給システム等

光発電シス

避難所運営
における自立
避難所等 196
 

せることによ
ンセント等が

灯）/防災系

ージ図 

入」
ukuri/energ

テムの導
が指定されて

等の整備を検

ステム等

― 

営などの初期
立的な電源を
6ヶ所に太陽

よって、天候
が使用できま

系コンセント

gy/hinanzyo

資料

導入」 
ている場所が

検討します。 

等の導入 

対応において
確保すると
陽光発電と蓄

に左右されず
す。 

ト（3箇所程

opv/index.

料 6 

があり

てさ
とも
蓄電池

ず、

程度） 

html 
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また、

年実施す
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道路美

していま
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出典：道
www.m

性化策の
地区には各地

くなっている

面に支障をき

環境の整備 

的な草刈り等

域住民との円

環境美

美化を考える
（草木等最終
。除草後の草
種まき、栽培
、小中学校と
するとともに
れるなど、活
美化活動は、
ます。また、
催し、地域の

道路美化活動
mlit.go.jp/s

の方針 3-
地を巡る道路

る場所があり

きたす可能性

等による道路

円満な関係構

参考

美化を考える

る会は、道路
終処理場）と
草木処理につ
培し、道路植
と連携した総
に、植栽用の
活動が地域に
、平成 11年
平成 16年
の教育現場と

動から始まっ
sogoseisaku

-2:「快適
路は整備され

ります。また

性もあります

路環境の整備

構築を図りま

考資料：環

会 

路の美化活動
として再利用
ついては、活
植栽に活用す
総合学習（野
の花苗につい
に広がりを見
年より月１回
年より、小中
と連携した取

った地域おこ
u/region/te

13 

適に利用
れていますが

た定期的な草

す。 

備を検討しま

ます。 

環境美化

事業

動を行うとと
用することで
活動の自己完
するなど循環
野菜の土づく
いては道守・
見せています
回のペースで
中学校（９校）
取り組みが継

こし～廃校グ
edukuri/pd

できるよ
が、草が茂っ

草刈りを行わ

ます。実施す

化を考える

業名等 

ともに、廃校
で環境学習や
完結型を模索
環型の仕組み
くり、育てる
日本風景街

す。 
で行われ、20
）の総合学習
継続的に行わ

グラウンドが
f/Part30_H

ような道路
っていたり、

わないと見通

する際は風力

る会 

みんなの

校になった小
や食育等の啓
索し、除草で
みを構築して
、調理までの
街道の団体を

0代から 70
習枠で環境・
われています

が環境農園に
H27/H27_ip

路環境の
土地が荒れ

通しの悪さや

力発電事業者

のふるさとふ

小学校のグラ
啓発などの活
で発生した草
ています。 
の食育）を平
を通じて他の

代までの幅
・食育指導を
す。 

に生まれ変わ
ppan_15.pd

資料

の整備」 
れていたりし

や通行の妨げ

の参加を促す

ふれあい事業

ウンドを開墾
動の拠点と
木を EM堆肥

平成 16年よ
地域でも植栽

広い世代が参
を、１校につ

った！～
df 

料 6 

して景

げにな

すな

業 

墾し
して
肥化

より毎
栽に

参加
つき年
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み
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【雪浦ゲ

森田屋

はドミ

にも気軽

側をステ

【ゆきや

 ゆきや

フェ、ギ

ワークシ

んの拠

 

 

 

 

 

 
 
 
出典：ゆ

化策の方針
地区では人口

うな施設や食

掛けることで

家等を利用し

家等を利用し

住民や観光客

参

NPO法人 

ゲストハウス

屋は、昔なが

トリーの 2部

軽に立ち寄っ

テージにイベ

や】 

やは、雪浦で

ギャラリー、

ショップ、ス

り所として、

ゆきのうら.
雪

針 3-3:「地
口が減少し、

食事処を整備

で、交流人口

した交流施設

して、地域住

客の交流が増

参考資料：

雪浦あんば

ス森田屋】 

がらの土間を

部屋と個室

ってもらいた

ベントスペー

で生産された

、情報提供、

スクール、会

、憩いの場作

net http://
雪浦ゲストハ

地域住民
、地域住民同

備することで

口の増加も期

設・食事処の

住民や観光客

増えるような

：雪浦ゲス

ばんね 

を入口に 1階

1部屋が整備

たいとの想い

ースとして利

た新鮮野菜・

交流の場な

会議などに使

作りを目指し

/www.yukin
ハウス森田屋 
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民や観光客
同士の交流が

で、地域住民

期待されます

の整備 

客が交流でき

な仕組みを検

ストハウ

事業

階はオープン

備されていま

いから、1階

利用できます

・加工品・手

などが集まっ

使用できるオ

しています。

noura.net/ 

客に向け
が減ってきて

民が交流する

す。 

きるような施

検討すること

ウス森田屋

業名等 

ンカウンター

ます。宿泊す

階の 16畳のお

す。 

手芸品など、

った、新しい

オープンスペ

 

けた交流施
ています。今

る場の創出、

施設や食事処

とで交流人口

屋・ゆき

ーのカフェや

する人だけで

お座敷はカフ

「雪浦ブラン

い「雪浦の集

ペース（有料

ゆ

施設・食事
今後地域住民

更には観光

処の整備を検

口の増加も期

きや 

― 

やイベントス

ではなく、雪

フェとしての

ンド」を提供

集いの場所」

料）がありま

ゆきや 

資料

事処の整
民が気軽に交

光客へ施設の

検討します。併

待できます。

スペース、2階

雪浦に住む人

の利用のほか

供する産直所

です。２階に

す。地域の皆

料 6 

整備」 
交流で

の利用

併せ

。 

階に

人たち

か、縁

所、カ

には、

皆さ
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基本目標：4.みんなでつくるさいかい 

概要 

中浦地区では人口減少・高齢化が進んでいます。今後中浦地区を活性化させていくためには、地

域住民の交流機会を設け、更に移住者を増やしていく必要があります。 

中浦地区に設定された事業推進エリアは伊佐ノ浦公園の近く位置していることから、今後風力発

電施設や伊佐ノ浦公園を利用した新たなイベントを開催することで、地域住民の交流機会の創出や、

観光客の増加が期待されます。またイベントや中浦地区の PR動画等を作成し、その魅力を発信する

ことで、移住者の獲得につながっていくことが期待されます。 
 

西海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
西海市総合計画 地域活性化策の方針 

基本目標 基本施策 施策 細施策 

4.みんなで

つくるさい

かい 

4-1：市民

協働のまち

づくり 

4-1-２：地域におけ

る市民活動の支援 

4-1-2-4：市民協働による地

域の活性化 

方針 4-1：中浦地区の魅力を体

験するイベントの開催 

4-5：シテ

ィプロモー

ションの強

化 

4-5-2:各種メディア

を活用した情報発信 

4-5-2-1：各種メディアを活

用した情報発信 

方針 4-2：中浦地区プロモーシ

ョン動画の作成 
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出典
  

活性化策の
中浦地区に設

設や伊佐ノ浦

客の増加が期

中浦地区の魅

風力発電施設

討にあたって

らえるような

山湖南まつり

郡山市湖南町

引高原ダイコ

そして、この

っています。

引大声大会・

行われます。

典：「ぐるっと
 「布引風
https://

の方針 4
設定された事

浦公園を利用

期待されます

魅力を体験す

設や伊佐ノ浦

ては、地域住

な企画の検討

参考資

り実行委員会

町の布引高原

コンの産地と

の高原には、

毎年 8月に

抽選会、石

 

と郡山」htt
風の高原」 
/www.city.k

4-1:「中
事業推進エリ

用した新たな

す。 

するイベント

浦公園、中浦

住民同士の交流

討が必要です

資料：郡

会（湖南町商工

原は、「風の高

として有名で

高さ 100ｍ

は風の高原祭

筵ふれあい牧

ps://www.

koriyama.fu
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中浦の魅力
アは伊佐ノ浦

イベントを

の開催 

地区の農産物

流の場になる

。 

山布引 

工会） 事業

高原」と呼ば

、磐梯山や猪

ｍもある風力

祭りが開催さ

牧場の移動動

.gurutto-ko

ukushima.j

力を体験
浦公園の近く

開催すること

物を楽しめる

ること、更に

風の高原

業名等 

ばれています

猪苗代湖が一

発電が 33基

され、5km

動物園や、大

oriyama.com

p/shise/cit

するイベ
く位置してい

とで、地域住

るようなイベ

に観光客等に

原祭り 

郡山布

す。この高原

一望できる絶

基立ち並び、

のひまわりウ

大道芸人によ

m/ 

tysales/kan

ベントの開
いることから

住民の交流機

ベントの開催

に中浦地区の

布引 風の高

原は、標高約

絶景の地です

高原の風を

ウォーク・大

よるバルーン

nkou/nunob

資料

開催」 
ら、今後風力

機会の創出や

催を検討しま

の魅力を体験

高原祭り 

1,000ｍあ

す。 

を受けてゆっ

大根の収穫体

ンパフォーマ

bikikaze.ht

料 6 

力発電

や、観

ます。

験して

り、

っくり

体験・

マンス
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出典

活性化策
西海市は移住

希望者へ向け

プロモーショ

中浦地区の魅

光客等へ向け

「全国移住ナ

活支援等に係

全国移住ナビ

るほか、仕事

になっていま

また実際に移

の全国コンテ

の中から、有

典：「全国移住

策の方針
住希望者へ向

けた効果的な

ョン動画の作

魅力を発信す

けたサイトへ

総務省 

ナビ」は、関

係る総合的な

ビでは、移住

事や住まい、

ます。 

移住した方々

テストを開催

有識者委員に

住ナビ」htt

4-2:「中
向けたプロモ

な情報発信を

作成 

するプロモー

への掲載など

参考資料

関係省庁と連

なワンストッ

住を希望する方

生活環境、移

が、移住の

催し、平成２

に審査いただ

ps://www.
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中浦地区
ーション動画

行い、移住者

ション動画の

広く情報を発

料：全国移

事業

連携し、全国の

プのポータル
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今後の取り組みについて
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○平成30年度第三回合同検討会・第⼆回勉強会
※平成31年2⽉1⽇（⾦）を候補⽇とし現在調整中
・最終結果の確認
■環境保全：中浦地区における環境留意事項
■地域貢献：地域活性化策の⽅針
■合意形成：協定書（様式案）

・勉強会の実施
予定テーマ
■⾜利⼤学 ⽜⼭理事⻑による⾵⼒発電と地域との係わり等

※今後の予定は変更の可能性がございます。

⽉  ⽇

⼯  種 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21

    実施済   開催予定

現地調査（景観調査・⽔中撮影）

⾵⼒発電先進地への視察

12⽉ 1⽉ 2⽉

合同検討会

勉強会

江島地区・中浦地区検討会

平成30年度

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉



①

風力発電導入に
向けた地域検討
会

①自然環境の保全と産業振興の両立
②風力発電を契機とした地域・産業振
興の検討

箇所：市内２地域：江島、中浦

経済産業省
資源エネルギー庁

委託

①地域検討会：7回
　　江島2回,中浦2回,合同3回
②勉強会：2回
③先進地視察調査
　　北九州市、茨城県神栖市
④-1景観調査
④-2魚礁効果調査（水中撮影）
④-3市民等への情報発信

アジア航測㈱
長崎営業所

②

海洋ポテンシャ
ルを活用した地
域振興実証事業
（地方創生推進
交付金事業）

海洋ポテンシャル（水産資源、風力
等）を活用した持続可能な地域振興
策検討

【全体計画（H29～31）】
・海洋再生可能エネルギー実証フィー
ルドを中心に地域資源（海洋ポテン
シャル）を活用した地域振興策の検
討・実証事業を行う。

【H29】海洋再エネ実証フィールド海底
調査

【H30、31】海洋ポテンシャルを活用し
た地域振興策実証事業

【H31】市内事業者の再生可能エネル
ギー分野参入支援事業

内閣府
交付金

海洋ポテンシャルを活用した持続可能な
地域振興実証補助金

【提案内容】
①海の見える化
②漁業共生に向けた漁場環境調査と共生
策の検討
③産業の育成

公募
↓
JRE

③

西海市再生可能
エネルギー活用
計画改定

再生可能エネルギーの導入を契機と
した実効ある地域振興策の具体化
（ロードマップ及び役割分担の提示、
プロジェクト組成）

【H30の成果】H31国プロ申請書の作
成
　・資料収集、現状把握、将来像検討
【H31の成果】再エネ計画策定
　・スケジュール、役割分担も盛込む。

西海市
一般財源

①将来の関係者となる市内の若手人材に
よるワークショップ等で十分に議論を行
い、市民目線で地域・行政の役割や必要
なルールなどを検討のうえ、新計画に盛込
む。

公募
↓

パシフィックコン
サルタンツ㈱

④ 再エネ普及啓発
産業振興と環境保全の両立を目指
し、地域資源を活かした取組みを推進
する。

西海市
一般財源

①風力発電産業現地見学、体験
　　小学生8名、中学生4人　＠北九州市
　　時期：7/29
②潮流発電ワーキンググループ
　　年3回程度⇒H30.6月（一旦整理）
③風力発電推進市町村全国協議会
　　加入
　　県内加入自治体：平戸市、五島市、壱
岐市

市内
小中学生

募集

平成30年度西海市再生可能エネルギー関連施策一覧（H30.11.30現在）

番号 項目 目的 財源 H30内容 契約相手方

資料8
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